
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々の像担持体上に現像剤像を形成する像形成手段をそれぞれ有し、画像形成装置本体
に対して着脱可能な複数の像形成ユニットと、
　前記各像形成ユニットに供給する現像剤をそれぞれ収容し、画像形成装置本体に対して
着脱可能な複数の現像剤供給ユニットと、
　

　

　
　

前記各現像剤供給ユニットの現像剤排出口が前記各像形成ユニット
の現像剤受入口の するように、前記各像形成ユニット及び前記各現像剤供給ユニ
ットを互いに交差するように配置
　

ことを特徴とする画像形
成装置。
【請求項２】
　前記複数の像形成ユニットを互いに上下方向の位置が異なるように並設することを特徴
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前記複数の像形成ユニットにより形成された現像剤像を、搬送経路に沿って移動する転
写媒体上に順次重ねて転写する転写手段と、

前記転写手段を備え、前記搬送経路が開閉可能となるように画像形成装置本体に対して
移動可能に設けられた開閉手段と、

を有する画像形成装置において、
前記各現像剤供給ユニットの長手方向が前記各像形成ユニットの長手方向に対して略直

交するように、かつ、
上に位置

し、
前記各像形成ユニット及び前記各現像剤供給ユニットは、前記開閉手段によって開放さ

れた開口より、着脱方向が略同方向となるように着脱可能である



とする請求項 記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記複数の現像剤供給ユニットを互いに上下方向の位置が異なるように並設することを
特徴とする請求項１ に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記各像形成手段は、前記像担持体上を帯電する帯電手段、前記像担持体上の残留現像
剤をクリーニングするクリーニング手段の内の少なくとも１つを有することを特徴とする
請求項１ のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記各像形成手段は前記像担持体をそれぞれ備えることを特徴とする請求項１乃至 の
いずれか の画像形成装置。
【請求項６】
　前記各像担持体は前記各像形成ユニットとは別に設けられることを特徴とする請求項１
乃至 のいずれか の画像形成装置。
【請求項７】
　

　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複写機、プリンタ、ファクシミリ等の画像形成装置に関し、特に、複数の像担
持体を有する、いわゆるタンデム型の画像形成装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、カラー画像形成装置は、シート等の記録媒体上に、イエロー、マゼンタ、シアン
、ブラックの合計４色の現像剤を重ねて転写することにより、カラー画像を形成する。
【０００３】
上記カラー画像形成装置には、大別して、単一の感光体ドラムを有する単一ドラム型と複
数の感光体ドラムを有する複数ドラム型（以下、タンデム型）とがある。単一ドラム型は
、１頁の画像に対して、画像形成工程を計４回繰り返す必要があるが、タンデム型は、１
工程で４色の現像剤を順次重ねて形成することが可能なため、近年、高速化を目指したカ
ラー画像形成装置においては、タンデム型の画像形成装置が主流となりつつある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来のタンデム型のカラー画像形成装置は、複数の感光体ドラムを並
列配置する都合上、メンテナンスコストの増大、装置の大型化が懸念される。
【０００５】
上記問題を回避するためには、消耗部品である感光体ドラム、および感光体ドラムの周囲
に配置される帯電器、現像器、クリーナ等の画像形成部品（プロセス手段）を包括するプ
ロセスカートリッジの交換サイクルを適正化すること、そして、プロセスカートリッジ自
体の小型化を行い、隣り合うドラム間距離を狭めることが重要となる。
【０００６】
プロセスカートリッジの構成としては、現像剤を収納した現像剤容器までを一体化した、
いわゆる一体型カートリッジと、現像剤容器を分離した、いわゆる補給型カートリッジが
ある。一体型カートリッジは、全ての消耗部品が、各色１回で交換可能となるため、メン
テナンス作業性は向上する。しかしながら、画像形成部品が寿命に達していない場合であ
っても、現像剤残量に応じてカートリッジ交換を行う必要があり、メンテナンスコストが
増大する恐れがあるか、もしくは、画像形成部品の寿命に合わせて現像剤容量を増大させ
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１に

または２

乃至３

４
１項に記載

５ １項に記載

前記複数の像形成ユニットを互いに上下方向の位置が異なるように並設し、かつ、前記
複数の現像剤供給ユニットを互いに上下方向の位置が異なるように並設し、

前記各像形成ユニット及び前記各現像剤供給ユニットとが互いに交差した位置は、上下
方向から見た時に重なる位置にあることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。



る必要があり、カートリッジおよび装置の大型化を招く恐れがある。
【０００７】
よって、メンテナンスコストの低減、装置の小型化を目指したタンデム型カラー画像形成
装置においては、現像剤容器は現像剤残量に、プロセスカートリッジは部品寿命に応じた
適正な交換が可能で、かつ、十分な容積を必要とする現像剤容器をプロセスカートリッジ
から離れた位置に自由にレイアウト可能な補給型のカートリッジ構成を採用することが望
ましい。しかしながら、補給型カートリッジにおいても、現像剤容器のレイアウトの自由
度が増し、ドラム間距離が狭められる一方で、現像剤容器からプロセスカートリッジに到
るまでの現像剤補給経路を新たに設けなくてはならないため、これによる装置の大型化、
コストアップを招く恐れがあった。もしくは、現像剤容器とプロセスカートリッジを隣接
させた場合は、着脱時の干渉を回避するために、現像剤容器とプロセスカートリッジを別
方向から着脱させる必要があり、メンテナンス操作性を悪化させる恐れがあった。
【０００８】
本発明は上記問題を鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、現像剤補給経
路を新設することや、メンテナンス作業性を悪化することなく、メンテナンスコストの低
減、装置の小型化に適した画像形成装置を提供することである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するための本発明の代表的な構成は、各々の像担持体上に現像剤像を形
成する像形成手段をそれぞれ有し、画像形成装置本体に対して着脱可能な複数の像形成ユ
ニットと、前記各像形成ユニットに供給する現像剤をそれぞれ収容し、画像形成装置本体
に対して着脱可能な複数の現像剤供給ユニットと、

前記各現像剤供給ユニットの現像剤排出口が前記各像形成ユニットの現像剤受入口の
するように、前記各像形成ユニット及び前記各現像剤供給ユニットを互いに交差す

るように配置
ことを特

徴とする。
【００１０】
上記構成によれば、現像剤補給経路を新設することや、メンテナンス作業性を悪化するこ
となく、メンテナンスコストの低減、装置の小型化に適した画像形成装置を提供すること
が可能となる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明の好適な実施の形態を例示的に詳しく説明する。ただし、
以下の実施形態に記載されている構成部品の寸法、材質、形状、それらの相対配置などは
、本発明が適用される装置の構成や各種条件により適宜変更されるべきものであり、特に
特定的な記載がない限りは、本発明の範囲をそれらのみに限定する趣旨のものではない。
【００１４】
〔第１実施形態〕
図１及び図２を用いて、第１実施形態に係る画像形成装置について説明する。なお、本実
施形態では、画像形成装置として、カラープリンタを例示して説明する。図１は、画像形
成装置としてのカラープリンタを示す断面図である。図１のプリンタにおける画像形成プ
ロセスを以下に説明する。
【００１５】
プリンタ本体１は、上下に平行に配置された４つの像担持体（電子写真感光体）である感
光体ドラム（２ａ：イエロー、２ｂ：マゼンタ、２ｃ：シアン、２ｄ：ブラック）と、こ
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前記複数の像形成ユニットにより形成
された現像剤像を、搬送経路に沿って移動する転写媒体上に順次重ねて転写する転写手段
と、前記転写手段を備え、前記搬送経路が開閉可能となるように画像形成装置本体に対し
て移動可能に設けられた開閉手段と、を有する画像形成装置において、前記各現像剤供給
ユニットの長手方向が前記各像形成ユニットの長手方向に対して略直交するように、かつ
、 上
に位置

し、前記各像形成ユニット及び前記各現像剤供給ユニットは、前記開閉手段
によって開放された開口より、着脱方向が略同方向となるように着脱可能である



れら感光体ドラムの周りに像形成手段と、これら感光体ドラム２ａ～２ｄの側部に縦断す
る態様で配置された記録媒体担持体である転写搬送ベルト３を備えている。
【００１６】
不図示のモータにより駆動される感光体ドラム２ａ～２ｄは、帯電手段としての帯電器４
ａ～４ｄにより均一に帯電された後、露光装置５ａ～５ｄにより、各色成分に分解された
画素データに基づく所定のレーザ光が照射され、潜像が形成される。それぞれの潜像は、
現像手段としての現像器６ａ～６ｄにより現像され、感光体ドラム２ａ～２ｄ上にイエロ
ー、マゼンタ、シアン、ブラックの現像剤像が順次形成される。
【００１７】
記録媒体であるシートＳは、プリンタ１内部のカセット７に収納されており、給送ローラ
８が選択的に回転駆動することにより１枚ずつ順次給送され、レジストローラ９でタイミ
ングを合わされた後、転写搬送ベルト３に載置されて搬送される。
【００１８】
感光体ドラム２ａ～２ｄ上の各色の現像剤像は、各転写部に配置され現像剤と逆極性の電
圧を印加された転写手段としての転写ローラ１０ａ～１０ｄの作用によりシートＳ上に順
次重ね合わせて転写され、転写終了後の感光体ドラム２ａ～２ｄは、クリーニング手段と
してのクリーナ１１ａ～１１ｄにより残留現像剤が清掃され、クリーナ１１ａ～１１ｄに
より回収された現像剤は、不図示の廃現像剤ボトルに搬送される。
【００１９】
４色の現像剤像が多重転写されたシートＳは、転写搬送ベルト３のシート搬送方向下流側
の屈曲部において搬送方向先端から分離されて定着手段としての定着器１２に搬送される
。
【００２０】
定着器１２において熱および圧力を受けた各色の現像剤は、溶融混色してシートＳ上に固
定され、フルカラーのプリント画像が永久画像として定着される。
【００２１】
現像剤画像が定着されたシートＳは、排出ローラ１３によりプリンタ１の外部へ排出され
る。
【００２２】
さて、本実施形態に係るプリンタ１は、消耗部品である感光体ドラム２ａ～２ｄ、帯電器
４ａ～４ｄ、現像器６ａ～６ｄ、クリーナ１１ａ～１１ｄの画像形成部品（プロセス手段
）が一体の像形成ユニット（以下、プロセスカートリッジ）１４ａ～１４ｄとなって包括
され、プリンタ本体１に対して着脱自在となっている。このプロセスカートリッジ１４ａ
～１４ｄは、感光体ドラム２ａ～２ｄの直径が２０～３０ｍｍ、隣り合うドラム間距離が
５０～７５ｍｍに小型化されている。よって、図１に示すように、感光体ドラム２ａ～２
ｄを上下方向に配列した状態でも装置の高さが２５０～４００ｍｍ程度であるため、従来
の単一ドラム型のカラープリンタに対して装置が大型化することはない。
【００２３】
また、図１の破線もしくは図２の斜視図に示すように、前記各カートリッジに供給する現
像剤をそれぞれ収容した現像剤供給ユニット（以下、現像剤容器）１５ａ～１５ｄが、プ
ロセスカートリッジ１４ａ～１４ｄと別体に構成されており、それぞれ適正な交換サイク
ルで独立に交換することが可能となっている。このため、ランニングコストが増大するこ
とがない。
【００２４】
また、本実施形態に係る現像剤供給ユニットとしての現像剤容器１５ａ～１５ｄは、図１
の破線もしくは図２の斜視図に示すように、像形成ユニットとしてのプロセスカートリッ
ジ１４ａ～１４ｄの長手方向に対して、現像剤容器１５ａ～１５ｄの長手方向が略直交す
る方向に上下に配列されている。
【００２５】
更に、前記各現像剤容器１５ａ～１５ｄの長手方向が前記各カートリッジ１４ａ～１４ｄ
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の長手方向に対して略直交するように、前記各カートリッジ１４ａ～１４ｄ及び前記各現
像剤容器１５ａ～１５ｄは交互に配置されている。
【００２６】
この構成により、隣り合うドラム間距離を狭めたプロセスカートリッジ１４ａ～１４ｄの
構成であっても、図２（ｂ）に示すように、現像剤容器１５ａ～１５ｄにおける現像剤排
出口１７とプロセスカートリッジ１４ａ～１４ｄにおける現像剤受入口１８を上下に隣接
させて配置することが可能となるため、現像剤容器１５ａ～１５ｄとプロセスカートリッ
ジ１４ａ～１４ｄとの間に現像剤補給経路を新設する必要がなくなり、装置の大型化やコ
ストアップを招くことがない。
【００２７】
さらには、本実施形態に係るプリンタ本体１は、プロセスカートリッジ１４ａ～１４ｄを
上下方向（鉛直方向）に並べて配列することにより、シートＳの搬送経路１９がプリンタ
１の一側面部（前側部）のみに配置される構成となるため、図１に示すように装置前側に
開閉可能に設けられた１枚の扉１６を開放するだけで全ての搬送経路におけるジャム処理
を容易に行うことができる。
【００２８】
また、ジャム処理扉１６を開放すると、プロセスカートリッジ１４ａ～１４ｄおよび現像
剤容器１５ａ～１５ｂが露呈（露出）する構成であるため、プロセスカートリッジ１４ａ
～１４ｄおよび現像剤容器１５ａ～１５ｂの着脱方向を同一方向（図２の矢印方向）とす
ることにより、単一の扉１６を開閉するだけで、ジャム処理とメンテナンス部品の交換の
両方を装置前面より行うことが可能となり、上述の効果に加えて更に、装置を大型化する
ことなく作業性が向上し、必要な開閉手段としての開閉扉も１枚で済むため装置構成の簡
易化、コストダウンが可能である。
【００２９】
〔第２実施形態〕
前述した第１実施形態では、プロセスカートリッジ１４ａ～１４ｄを鉛直方向に並列する
構成を例示して説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、図３に示
すように、プロセスカートリッジ１４ａ～１４ｄを斜めに傾けて並列させた構成の画像形
成装置であっても良い。
【００３０】
この構成によっても、プロセスカートリッジ１４ａ～１４ｄが互いに上下方向の位置が異
なって並列されていることに変わりはなく、現像剤容器１５ａ～１５ｄの長手方向をプロ
セスカートリッジ１４ａ～１４ｄの長手方向に対して略直交方向に配列し、現像剤容器１
５ａ～１５ｄの現像剤排出口とプロセスカートリッジ１４ａ～１４ｄの現像剤受入口を上
下に隣接させて配置することが可能である。よって、現像剤容器１５ａ～１５ｄとプロセ
スカートリッジ１４ａ～１４ｄとの間に現像剤補給経路を新設する必要はなく、装置の大
型化やコストアップを招くことがないし、第１実施形態で説明した構成よりも、更に装置
の高さ寸法を削減することが可能とある。
【００３１】
また、ジャム処理とメンテナンス部品の交換の両方を装置前面より行うことも同様に行え
、作業性の向上、装置構成の簡易化、コストダウンが可能である。
【００３２】
〔他の実施形態〕
前述した実施形態では、複数の像形成ユニットを上下方向の位置が異なる位置（例えば鉛
直方向）に並列した装置を例示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば
、複数の像形成ユニットを水平方向（横方向）に並列した装置であっても、該装置に本発
明を適用することにより同様の効果が得られる。
【００３３】
また前述した実施形態では、像担持体（感光体ドラム）、これに像を形成する像形成手段
（像形成に関与する手段）としての現像手段、クリーニング手段、帯電手段等を一体化し
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た像形成ユニット（カートリッジ）が着脱自在な画像形成装置を例示して説明したが、本
発明はこれに限定されるものではなく、例えば、像担持体と、像形成手段とが別個に着脱
自在な画像形成装置であっても本発明は有効である。
【００３４】
また、画像形成装置本体に対して着脱自在な像形成ユニット（カートリッジ）としては、
像担持体と、これに像を形成する像形成手段（像形成に関与する手段）としての現像手段
、クリーニング手段、帯電手段等を一体に有するプロセスカートリッジに限らず、例えば
、少なくとも像形成手段を有するカートリッジでも良い。
【００３５】
また、像形成手段としては、帯電手段、クリーニング手段のうち、いずれか１つを有する
カートリッジであっても良い。
【００３６】
また前述した実施形態では、画像形成装置としてプリンタを例示したが、本発明はこれに
限定されるものではなく、例えば複写機、ファクシミリ等の他の画像形成装置や、上述の
像担持体（感光体）から中間転写体に各色の現像剤像を順次重ねて転写し、その後、中間
転写体上の現像剤像を記録媒体に一括して転写する画像形成装置であっても良く、該画像
形成装置に本発明を適用することにより同様の効果を得ることができる。
【００３７】
また前述した実施形態では、前記現像剤供給ユニットは、前記像形成ユニットの長手方向
に対して前記現像剤供給ユニットの長手方向が略直交する方向に配置されることを例示し
て説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、前記現像剤供給ユニットは、前
記像形成ユニットの長手方向に対して前記現像剤供給ユニットの長手方向が交差する方向
に配置される構成であれば、本発明を適用することにより同様の効果を得ることができる
。なお、前記現像剤供給ユニットと前記像形成ユニットの互いが略直交するように配置し
た方が画像形成装置内部の容積を有効に使用することができるので（着脱時にデッドスペ
ースとなってしまう空間を可及的に少なくすることができるので）、より好ましい。
【００３８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、現像剤補給経路を新設することや、メンテナンス
作業性を悪化することなく、メンテナンスコストの低減、装置の小型化、および、ジャム
処理性やメンテナンス作業性に優れた画像形成装置を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態に係る画像形成装置を示した断面図
【図２】第１実施形態に係る感光体ドラム及び現像剤容器を示した斜視図
【図３】第２実施形態に係る画像形成装置を示した断面図
【符号の説明】
Ｓ　　…シート
１　　…プリンタ本体
２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄ  …感光体ドラム
３　　…転写搬送ベルト
４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ  …帯電器
５ａ，５ｂ，５ｃ，５ｄ  …露光装置
６ａ，６ｂ，６ｃ，６ｄ  …現像器
７　　…カセット
８　　…給送ローラ
９　　…レジストローラ
１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，１０ｄ  …転写ローラ
１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄ  …クリーナ
１２　…定着器
１３　…排出ローラ

10

20

30

40

50

(6) JP 3880429 B2 2007.2.14



１４ａ，１４ｂ，１４ｃ，１４ｄ  …プロセスカートリッジ
１５ａ，１５ｂ，１５ｃ，１５ｄ  …現像剤容器
１６　…扉
１７　…現像剤排出口
１８　…現像剤受入口
１９　…シート搬送経路

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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